
休校措置再延長のお願い 

                          校長 逆瀬川 慶浩 

 

 青洲高校生徒及びその保護者の皆様におかれましては、新型コロナウィルス

感染拡大の不安の中、分散登校の実施にご理解、ご協力をいただき感謝申し上げ

ます。 

さて、山梨県における緊急事態措置を受け、５月６日まで休校としておりまし

たが、本県での新型コロナウィルス感染症拡大が、連休明けの段階でも終息が見

通せないため、県立高校の休校を５月２４日まで再延長することとなりました。 

現在、青洲高校では分散登校による課題の配布・回収及び Classi や You Tube

動画による家庭学習のサポートを行っておりますが、加えて学校とオンライン

による遠隔授業の実施の準備を進めておりますので、運用が可能になり次第、ご

案内させていただきます。 

 つきましては、「いまこそ、つながるとき」を合言葉に、本校職員、生徒及び

その保護者の皆さんとともにこの緊急事態を乗り切って、学校再開を目指した

いと思います。今後、1 年次主任や担任の方から詳しい連絡があると思いますの

でご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

生徒の皆さんへ  

「校長からのメッセージ」 

４月４日に皆さんに「目の前にある扉を開けるのも、閉じるのも自分」という

私の好きな言葉を紹介しました。ピンチに対応することは生きる上でも大切な

ことだと思います。また、ここから休校期間が約 1 か月続きますが、大学進学、

就職の先にある自分の目標に向かって、自宅においても、規則正しい生活習慣と

学習習慣を継続して、学校再開に備えてください。 

 


